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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
裏
切
り
Ｎ
ｏ
．
０
１

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
９
２
２
Ｏ

【
作
者
名
】

　
榊
　
海
良

【
あ
ら
す
じ
】

　
谷
川
数
那
。
　
　
　
私
立
中
高
一
貫
校
の
中
等
部
１
年
で
、
入
試
で
１
位
の

成
績
で
入
学
。
　
　
　
　
幸
せ
な
毎
日
を
夢
見
て
い
る
が
、
学
校
の
理
事
長
の

孫
の
日
野
瑞
花
の
罠
に
引
っ
か
か
っ
て
し
ま
う
。
　
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
瑞
花
が

計
画
し
た
「
裏
切
り
」
。

一
番
最
初
の
裏
切
り
の
お
話
で
す
。
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私
は
今
。
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―
―
―
大
好
き
な
“
親
友
”
に
裏
切
ら
れ
た
。

「
数
那
の
こ
と
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
よ
。
」

信
じ
て
い
た
の
に
。
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「
私
は
数
那
の
こ
と
を
“
親
友
”
な
ん
て
思
っ
た
と
き
な
ん
て
一
度
も
無
い
。
」

―
―
―
何
故
？

「
全
て
　
　
演
　
技
　
　
　
な
の
。
」

何
故
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
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＿
＿
＿
＿
＿

谷
川
　
数
那
。

タ
ニ
カ
ワ

カ
ズ
ナ

中
学
一
年
生
。

１
３
歳
。

数
那
―
―
―
そ
れ
が
、
自
分
自
身
の
名
前
だ
と
自
覚
し
て
い
な
い
。
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―
―
―
―
「
か
ず
な
」
の
こ
と
を
利
用
し
た
だ
け
。

―
―
―
―
「
か
ず
な
」
の
こ
と
を
“
親
友
”
だ
と
思
っ
た
と
き
は
一
度
も
無
い
。

悪
魔
の
よ
う
な
言
葉
が
延
々
と
頭
の
中
を
駆
け
巡
っ
て
い
る
。

あ
ん
な
こ
と
が
無
け
れ
ば
ず
っ
と
仲
良
し
で
居
ら
れ
た
の
に
。

あ
い
つ
が
い
な
け
れ
ば
．
．
．
．
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―
四
月
　
　
入
学
式

１
－
２

私
立
日
野
学
園
に
入
学
し
た
。

中
高
一
貫
校
で
、
も
ち
ろ
ん
受
験
で
入
る
。

ま
ぐ
れ
だ
と
思
う
が
入
試
ト
ッ
プ
で
入
学
。

知
ら
な
い
子
達
ば
っ
か
り
な
の
で
、

ず
ー
っ
と
、
一
人
だ
っ
た
。

「
え
っ
と
．
．
．
．
．
谷
川
さ
ん
？
下
の
名
前
な
ん
て
い
う
の
？
」

初
め
て
瑞
花
に
話
し
か
け
ら
れ
た
と
き
。
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一
切
面
識
は
無
い
。

何
故
私
に
．
．
．
．
．
？

「
う
．
．
．
う
ん
。
　
　
“
か
ず
な
”
っ
て
い
う
ん
だ
。
　
貴
女
は
？
」

と
っ
さ
に
笑
顔
を
見
せ
て
、
聞
き
な
お
し
た
。

瑞
花
は
、
ス
ト
レ
ー
ト
の
綺
麗
な
長
い
黒
髪
を
紺
色
の
ヘ
ア
ゴ
ム
で
ポ
ニ
ー
テ

ー
ル
に
し
て
い
た
。

お
人
形
さ
ん
み
た
い
な
整
っ
た
顔
。

透
き
通
る
よ
う
な
白
い
肌
。

数
那
の
理
想
の
お
嬢
様
像
が
ま
さ
に
、
瑞
花
で
あ
っ
た
。

一
般
的
な
顔
に
地
味
な
数
那
と
は
対
照
的
な
子
だ
っ
た
。

「
私
、
日
野
　
瑞
花
っ
て
い
う
の
！
！
　
宜
し
く
ね
。
」

ヒ
ノ
ミ
ズ
カ

「
こ
．
．
こ
ち
ら
こ
そ
！
！
！
！
　
」
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「
私
、
お
祖
父
様
が
こ
こ
の
理
事
長
で
特
別
推
薦
枠
で
入
学
で
き
た
の
♪
」

「
へ
ぇ
・
・
。
　
」

「
貴
女
、
入
試
ト
ッ
プ
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
？
　
　
凄
い
ね
ー
！
！
」

「
い
ぇ
い
ぇ
。
。
。
　
」

最
初
は
良
か
っ
た
の
だ
。

で
も
、
今
は
後
悔
し
て
い
る
。

―
５
月
　
　
体
育
祭
予
行
練
習

「
２
組
優
勝
す
る
ぞ
！
！
！
！
！
！
！
」

「
「
オ
ー
ー
！
！
！
！
！
！
」
」
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も
う
す
ぐ
体
育
祭
。

ま
だ
予
行
練
習
だ
が
、
委
員
長
や
体
育
祭
実
行
委
員
を
中
心
に
盛
り
上
が
っ
て

い
る
。

皆
、
も
ち
ろ
ん
半
袖
・
ハ
ー
フ
パ
ン
ツ
だ
が
、
一
人
だ
け
・
・
・
・

後
、
４
５
分
く
ら
い
で
始
ま
っ
て
し
ま
う
。

そ
の
時
、

「
日
野
さ
ん
！
！
　
こ
れ
じ
ゃ
あ
、
ク
ラ
ス
得
点
下
が
っ
ち
ゃ
う
よ
。
」

副
委
員
長
の
川
野
真
紗
美
が
瑞
花
に
言
う
。

カ
ワ
ノ
マ
サ
ミ

瑞
花
は
、
半
袖
ジ
ャ
ー
ジ
の
上
に
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
を
は
お
り
、
長
ズ
ボ
ン
の
ジ

ャ
ー
ジ
を
着
て
堂
々
と
座
っ
て
い
た
の
だ
。
　
し
か
も
日
傘
を
差
し
て
。

ク
ラ
ス
得
点
と
は
、
服
装
・
頭
髪
も
含
む
得
点
の
こ
と
。

決
ま
り
で
全
員
半
袖
・
ハ
ー
フ
パ
ン
ツ
に
な
ら
な
け
れ
ば
総
合
得
点
か
ら
１
０

点
下
げ
ら
れ
て
し
ま
う
。

頭
髪
も
校
則
違
反
が
い
れ
ば
同
様
に
失
点
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

競
技
の
得
点
で
好
成
績
を
と
っ
て
も
、
こ
れ
は
大
き
な
痛
手
に
な
る
。
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予
行
と
は
い
え
、
得
点
の
２
割
が
本
番
の
得
点
に
も
追
加
さ
れ
る
か
ら
少
し
で

も
多
く
と
っ
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
だ
。

対
す
る
瑞
花
と
い
う
と
．
．
．

「
日
焼
け
し
た
く
な
い
の
。
　
貴
女
だ
っ
て
女
性
な
ん
だ
か
ら
美
白
に
は
気
を

つ
け
な
い
と
駄
目
な
の
よ
。
」

真
紗
美
は
キ
レ
た
。
　
　
　

「
ふ
ざ
け
な
い
で
！
！
　
ク
ラ
ス
一
丸
と
な
っ
て
が
ん
ば
っ
て
き
た
の
に
・
・
・

・
」

今
に
も
泣
き
出
し
そ
う
な
真
紗
美
。

副
委
員
長
兼
体
育
祭
実
行
委
員
で
も
あ
る
彼
女
は
、
ク
ラ
ス
を
見
事
に
ま
と
め

て
き
た
。

そ
の
努
力
は
私
も
、
皆
も
知
っ
て
い
る
。

い
く
ら
理
事
長
の
孫
だ
か
ら
と
、
我
が
儘
す
ぎ
る
。
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す
る
と
―
―
―

「
数
那
。
」

私
の
こ
と
を
呼
ぶ
。

「
貴
女
の
意
見
は
？
」

瑞
花
だ
・
・
・
・
・
。
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皆
の
視
線
が
一
気
に
向
け
ら
れ
る
。

な
．
．
な
に
。
　
私
に
助
け
て
も
ら
い
た
い
の
？

「
・
・
・
・
。
」

「
オ
イ
、
川
野
．
．
泣
い
て
る
の
？
」

男
子
が
い
う
。

「
真
紗
美
！
！
大
丈
夫
？
　
泣
か
な
い
で
。
」

彼
女
の
周
り
に
集
ま
女
子
達
。
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委
員
長
高
橋
裕
太
が
男
子
を
引
き
連
れ
て
、
こ
っ
ち
に
来
る
。

タ
カ
ハ
シ
ユ
ウ
タ

こ
わ
い
。

こ
わ
い
。

こ
わ
い
。

「
日
野
。
お
前
ふ
ざ
け
て
る
の
か
？
　
　
　
そ
ん
な
奴
は
１
－
２
に
は
必
要
な

い
。
帰
れ
。
」
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「
な
ん
だ
よ
谷
川
。
　
お
前
こ
ん
な
馬
鹿
の
味
方
を
す
る
の
か
。
」

「
だ
っ
た
ら
お
前
も
同
類
だ
ろ
？
」

自
分
へ
の
羞
恥
が
た
か
ま
っ
て
く
る
。

耳
や
顔
が
真
っ
赤
に
熱
く
な
っ
て
る
。

「
ち
・
・
ち
が
ッ
」

馬
鹿
！
！
！

こ
ん
な
自
分
、
大
嫌
い
。

は
っ
き
り
い
え
な
い
自
分
。

で
も
、
ど
う
す
れ
ば
．
．
．
．



16

「
数
那
。
　
　
私
は
悪
く
な
い
よ
ね
。
　
う
ん
う
ん
、
そ
う
だ
よ
ね
」

私
は
な
に
も
い
っ
て
な
い
。

首
を
縦
に
も
振
っ
て
い
な
い
。

練
習
場
で
集
ま
っ
て
い
た
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
全
員
が
私
達
二
人
に
集
ま
っ
て
く
る
。

「
「
　
　
悪
　
者
　
達
　
は
　
我
　
が
　
１
－
２
　
か
　
ら
　
消
　
え
　
去
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れ
　
。
　
」
」

真
っ
暗
な
使
わ
れ
て
い
な
い
器
具
室
へ
別
々
に
入
れ
ら
れ
る
。

「
や
め
て
！
！
　
　
や
め
て
！
！
」

私
の
声
は
聞
こ
え
な
い
。

い
く
ら
叫
ん
で
も
。

「
お
願
い
。
　
私
は
理
事
長
の
孫
な
の
よ
！
！
！
　
　
出
し
て
よ
！
！
！
！
」
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「
「
　
　
　
さ
　
よ
　
う
　
な
　
ら
　
。
　
」
」

ガ
チ
ャ
リ
と
暗
黒
の
室
内
に
鍵
が
か
か
る
音
が
し
た
。

そ
れ
と
同
時
に
意
識
が
飛
ん
だ
。
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（
後
書
き
）

短
編
で
す
が
、
こ
の
物
語
に
は
続
編
が
あ
り
ま
す
。

更
新
率
が
低
い
で
す
が
、
頑
張
っ
て
書
い
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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